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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

11
月
分
の
口
座
振
替
は

    

12
月
2
日（
月
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
13
項
目
で
す
。

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
８
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

２
０
２
２

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
落
日
』　                      

湊 

か
な
え 

著

『
ひ
と
り
老
後
、賢
く
楽
し
む
』 

岸
本 

葉
子 

著

『
Ａ
Ｉ
に
負
け
な
い
子
ど
も
を
育
て
る
』

新
井 

紀
子 

著

『
医
師
に『
運
動
し
な
さ
い
』と
言
わ
れ
た
ら
最
初
に
読
む
本
』                

中
野 

ジ
ェー
ム
ズ
修
一 

著 

『
し
あ
わ
せ
の
牛
乳
』               

佐
藤 

慧 

著

『
ま
ん
ま
る
ダ
イ
ズ
み
そ
づ
く
り
』

ミ
ノ
オ
カ 

リ
ョ
ウ
ス
ケ 

さ
く

『
こ
ど
も
六
法
』          

      

山
崎 

聡
一郎 

著

　

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
罪
の
轍
』　　
　
　
　
　
　

  

奥
田 

英
朗 

著

『
我
ら
が
少
女
Ａ
』　                

高
村 

薫 

著

『
む
ら
の
困
り
ご
と
解
決
隊
』

農
山
漁
村
文
化
協
会 

編

『
腸
を
切
っ
た
人
を
元
気
いっ
ぱ
い
に
す
る
食
事
１
７
０
』  

齋
藤 

典
男 

監
修

『
ぼ
く
は
な
ん
で
も
で
き
る
も
ん
』いと

う 

み
く 

作

『
さ
と
や
ま
さ
ん
』                

工
藤 

直
子 

文

『
彼
岸
花
は
き
つ
ね
の
か
ん
ざ
し
』 

朽
木 

祥 

作

12
月
の
休
室
日

日
曜
日
、
祝
日

年
末
休
室

   

（
12
月
28
〜
12
月
31
日
）

12
月
の
休
室
日

月
曜
、
祝
日

         

27
日
（
月
末
休
室
）

年
末
休
室

   

（
12
月
28
〜
12
月
31
日
）

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

『センス・オブ・シェイム』

　奥出雲町では、有害鳥獣捕獲班の皆さんに有害鳥
獣を捕獲・駆除していただいております。
　令和元年９月の捕獲・駆除頭数実績をお知らせします。

　有害鳥獣による農作物被害がございましたら、下記までご連絡下さい。
【お問い合わせ先】農業振興課農業生産グループ
　　　　　　　 有線：３１－５２８６　電話：５４－２５１３

有害鳥獣の捕獲・駆除実績

捕獲班名ニホンジカイノシシカラス
布勢
三成
亀嵩
阿井
三沢

‐
‐
‐
‐
１

１２
３
１１
１８
１２

‐
２
６
‐
‐

捕獲班名ニホンジカイノシシカラス
鳥上
横田
八川
馬木
合計

２
‐
１
‐
４

７
７
２４
７
１０１ 

‐
１３
‐
‐
２１

第
8
回
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ

教
室「
最
新
大
型
液
晶
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
フ
ォ
ト
シ
ョッ
プ
体

験
！
」

　

ア
ド
ビ
フ
ォ
ト
シ
ョッ
プ
を
使
っ

て
イ
ラ
ス
ト
を
描
こ
う
！！

♦
日
時　

12
月
21
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

♦
会
場　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

♦
対
象　

小
学
生（
4
〜
6
年

生
）・中
学
生

♦
定
員　

10
名

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
は
終
了

♦
参
加
費　

無
料

♦
申
込
方
法

　

11
月
29
日（
金
）か
ら
受
け
付

け
開
始
。前
日
17
時
ま
で
に
メ
ー

　東京仁多会は首都圏でも古い歴史あるふる
さと会で、戦後の苦しい時代に仁多郡から上
京する若者を支え、応援する目的で設立され
ました。そして、昭和26年第１回の総会以
来、本年で70回目を迎
え、記念事業として記
念誌を出版されまし
た。役場仁多庁舎、橫
田庁舎、各地区公民館
と一部の病院等に設置
しておりますので、是
非ご覧下さい。

東京仁多会70回記念誌
「奥出雲とともに」を出版

　尾原ダム・さくらおろち湖周辺では、歳月を経て良好な景観
が創出される「100年先も誇れる森づくり」をコンセプトとした
記念植樹に取り組んでいます。
　このたび、令和元年度の植樹者（個人・団体等）を募集い
たします。

●記念植樹の概要
　・植樹場所 雲南市木次町北原「北原大橋」付近植樹帯
　・実施日時 令和２年３月２０日（金）　９：００～（予定）
　・樹種 ササベザクラ
　・募集件数 ４件
　・プレート 植樹者名等を記した記念プレートを設置します
　・対象者 雲南市・奥出雲町内に住所を有する個人・団体等
　・料金 ３０，０００円（苗木、記念プレート代、今後の維持管理費を含む）

●申込み方法
　令和２年１月１０日（金）までに、申込書を提出してください。
　申込書は、下記または「水の縁による新たな出雲の国づく
り」や「雲南市」と「奥出雲町」のホームページ上に掲載して
おります。メール・郵送も可能です。
　※募集件数を上回る場合は、選考により決定いたします。

●申込み／お問い合わせ
　ＮＰＯ法人さくらおろち TEL 0854-48-9050
　E-mail：katuyoukyou@yahoo.co.jp
　水の縁による新たな出雲の国づくり
　HP　https://mizunoenishi.net

　商工観光課　有線 31-5272　電話 5 4 - 2 5 0 4

尾原ダム・さくらおろち湖
「100年先も誇れる森づくり」
令和元年度記念植樹者募集

ル
、F
A
X
又
は
電
話
に
て
①
お

名
前
②
住
所
③
日
中
の
連
絡
先

④
学
校
名
⑤
学
年
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
の
申
込
は
、平
日
9

時
〜
17
時
ま
で

♦
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

　

有
線
２
０‐３
２
０
０

　

電
話
５
２‐３
２
０
０

　

F
A
X
５
２‐３
２
０
１

　
メ
ー
ル info-s@

shim
ade.ac.jp

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
ご
案
内

　

個
人
事
業
主（
共
同
経
営
者

含
む
）・
会
社
等
の
役
員
の
方
が

事
業
を
や
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

に
備
え
て
、あ
ら
か
じ
め
資
金
を

準
備
し
て
お
く
共
済
制
度
で
、

「
小
規
模
事
業
の
経
営
者
の
退

職
金
制
度
」と
い
え
ま
す
。特
徴

は
、毎
年
、掛
金
が
、全
額
所
得

控
除
と
な
る
点
で
、節
税
効
果

が
あ
り
ま
す
。（
独
）中
小
企
業

基
盤
機
構
が
運
営
し
、商
工
会
、

商
工
会
議
所
、青
色
申
告
会
、金

融
機
関
の
本
支
店
な
ど
の
窓
口

で
取
扱
い
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

https://w
w
w
.sm
rj.go.jp/ 

kyosai/skyosai/

　

電
話 

０
５
０‐５
５
４
１‐７
１
７
１

　
（
平
日
9
時
〜
14
時
）

みんなの掲示板みんなの掲示板

東京研修東京研修

２学期校内球技大会２学期校内球技大会

　１０月１５日～１８日、本校２年生が東京研修に
参加しました。コース別・班別に分かれて、販売
実習、青山学院大学での研修、都内各所施設見
学等を行いました。
１１月１９日のだんだ
んカンパニー報告
会で、生徒はこの研
修で体験したことや
学んだことを発表し
ます。

　１０月３日、本校第１グラウンド及び第１・第２
体育館で球技大会を行いました。男子サッ
カー、女子バレーボール、男女卓球で活気溢れ
るプレーが続
出しました。応
援も盛り上が
り、クラスごと
に一体感が感
じられる一日と
なりました。

横田高校の活動をお知らせする
　　　　　　　　「よここうコーナー」

　あの人といる時の居心地の悪さ。原因は
「恥の感覚」の違いにあった！食べ放題で
の「元取り」食い。「お母さんに感謝」か
らのハグ。ブックカバーをしないで本を読
むこと。SNSでの手作り料理自慢…本来恥
ずかしがり屋だった日本人に、今、何が起
こっているのか。フェイスブックでの自慢
バブルを斬った「中年とSNS」が大反響!共
感の嵐を巻き起こす傑作エッセイ集。
（出版社紹介より記載）


